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黒 斑病甘藷の苦味 矧 こ関する研究 Ii) 大野 孝 ･竹内敏夫 (京都大尉 時 折琴甲武居研究者 ･H新/

化申工鵜株式骨祉大阪製造所研究部)24.4.28'受理 r

-ヽ

腐 て樋補任 3)は票斑病11藷から蒸完蒸潜によって諸味

界を分適 し,こ¢精油?劃況細 によって得られるとこ

-ろの hp･110･lO/3r･-nlの潤分を者熊野 主成分と考-,こ

の溜分化淡演色の液体で流動し易 く,透明で特臭を有し/
紺叩 itcrpFlle>ーの感観を輿ぺ,-Ti.一味強烈,参透牲強 く,

水よl)も霜 く etlLerHl叫 1･Jr･01･氷耐酸･apptonn,petrl･

oleul11-ethcr･bcJ､云eJl.e･_Ql.lorJloml等p有腐替裸に可浴
性で水には極 く少畳溶け (脚溶), 窒素及び硫茸を合ま

を域妹とする接欄還元によって水素3品plせ 吸収し.叉

配 mic'LibiGLOileが柑られ,これは he11Zineで邦 吉すれ穣一

､ Inp･1･11-2Oの!!J,他?結晶とな り'分析値はU1㌔I:A.03:

-の計策仙 こ一致する,と報じ,此のものに,･IrolnOCエー鶴 ､

I ‥力率 ら晶 恥 ketっn?の意味で i示mo如 rone-i/
名づけたO此の試-味矧と関しそは:その特殊な生理作用

に就て'.他に2,▲11の報告3)があ り,萩近注目を手軽めて

･ 居て,我々はその化塀構A･の排兜を始めた｡･ ノ

､自然に黒斑矧 こ躍った甘藷では苦味覚り生成鼓が少く

又他の病菌に犯されて居る可能性もあるの七,̀健全なけ し
.＼

矧 こ繋斑病伯 Ceratoか1-lellil(lh(1000nidiopllOra)fiJn

briataを生体培遷して苦味質を生成竺シめ･此れよ噂

試芦滞叉はethcr坤出に~よって苦味質を分排した｡此の ＼I

両法を比較すると'∴苦味甥の収監に大差はないが'tthcr

抽坦では苦味琵以外の抽出物が多,く'蒸冠蒸溜の方が品

質良好な部 に質を得る｡然し杢ら溶媒の現先及び後のけn∴｣

藷の利用･D点では蒸気蒸河が葬る様である｡訪Ari許軌 こ

よっ､て得られた梢榔 よ'功濁 色の液体で'苦味,ー及び(∫

･甘謂の香晃を有し'生甘贈 750kgからIW抑 由98Gg

･Cd･'18%)であっF･dl王1:66Ll･一111.2,二1･･1837･'〔′堆
+ll.09である｡此の精油を飽和歪野水及び10%野性四

連液で挺PJiして酸及び phenol性物質を除き,中性iJミ禍'

色の液体9･7･l!を得たっ此の中性物を願出で･0回分洞し

その主融 ･̀(b1-illCh -;:･lo/61ムm)が主として iponlO-

こやnふrQnCiと考へられる, dher抽出による吻合も同様一●
の収監で iponlpeaI,1早rOnCの滑分を得る. ～.､ー

此称つ溜分が黒斑病に出欠するものであわ 項 かを知 し

.ろ差引こ,~肺病甘藷及び触全な11藷を同じ振作で eth･r抽

出を行って苦味質の溜分の収率を此較するとThblc1a)

如 くになるゞヽ

Tab一e1. C,IuParis3nOftheyicldBOfbitter16ubstiuhCCfr.-m diqcL'tSCdfind8こuud6WC〔tputAt-ica･

･･kgofhy?Lltte中 taIeFtrtlCt,1慧IuTlだ 13-,ill-ttc,～

,disc:ap,e･l 6WeetPOtat-
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1mOR:obFeae･farI.eHNcutl.叫 JtanOeIF17･u&t払 葦8一

..LIP..57g･

0.00g･

1)轡'ql御恐鴇なる御指導を賜った武倍数授並びに大野
. .稔博士,中盤を絶好された日新化嘩工発株式合赦,､

･ 械々e)御援助を戴いた研究宅の各位,御傾宜を計っ
て戴いた合成一紙公社に惇く感謝の意を表する次第

一 芸志是蒜 鰐 蒜 崇 瓢 ;
もるe)でヽ 仝所長熊谷三郎氏忙御結申上げる0

12)樋浦･:岐阜高度畢術報告F;Io.!x),1,(1913);氏恥
-.l'391,(19･17)

:D 換散校研究部 -:l娃駄郎 艮37.4'1169(1940);.安保'
J-野村 :家畜衛生粒食10,6,(1943);舞曲 :日新野

射 程1年･FTo･1,(.1,942),･野軌 米杜 :結合敵軍革
. 雑誌 1･5'(1941);山下 ･･.口本醸造協食詰9,88,

(1916);山本 ･鈴木､･利払 :息発及出銭 22,515,
557,(1947)~
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即ち此の溜分は全 く県斑病に由来することが判る｡ _

･主成分と恩射 し右bp!･1_Crl･lllO/Gmnl叉は130-1rq○
コ∴

./.Tmム の溜分は主として ifx,mOeaエnユrOncであり,-淡班ノ

･色の流動し易い巧細 で眠烈な苦味と特有な香崩準 じ,

水に.qt.私 有槻溶掛 こ可溶でも?て'(l'…1･-0171..1i王子
1.48-.0;〔a〕if+ill.070/であるO比較的不安定で,詰潤

後時と共に褐色とな り易い.,KRhOJを脱色し,亘 r空を･一

朗 ず るo IPetyl元,'tmLB,yl化を輿 ･蛸 腰せず｡J . e

又 1aldehyde?反艦も示さないが･BCdiu;i-nitroprussidc:､
反庵を示し,叉 qemicarbzIZOtlCを典-るので ketQneと .t:;l ㌧

考へられるが,他のietone試矧 こよって結晶性誘村仲を

＼ i
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･得て増ない. 父1-1L･tlly)kctっneの反願 も,示さず,ester

及び 】;wtlneの結合も和して居らない様である｡

駅mioArlnzつnC'は 一一一1.13ト 20を示し,その分析紙3八･

は tO川IrMOJN3で,細浦氏の iponlOrcAmatOn3円Cnli･･

O-Arb- nefこよく､一致する._ttllCr,aCetlqC,mflq,帆
扱.ohlororomlに可溶,1-ttralcumdller及び水に卿tifT'卜

である.Omlic壬ICi(lと共に蒸責,式蒸滞すればltfち′にi)･o･

tnoennLarDneを再生して溜出しト此のものは同じ梯作で. I

､r同11-semicarbaz｡n沌 導き得る｡苦味を才け る中性物質

の内で BemicEtrbazoneを興-る節の ipQmOCtLmEIrOneは

苦味質の-成分であり,他にも許妹だが存在するかも知

れないが,先づ ip,･mo?んmL,rOn'cLを研究の封敦と.した.

然して苦味質から ipつmOCLu11arOnCを純粋に畢郎するに

は8,'i晶性ゐ9311-icarb3才OnCとするのが好筋合であ り,雌

の 8｡midarbZふ 叫 は1ケ年後も敵点及び分析帆 と感化を

認めず,安定であるので,此の状層に貯へて必嬰に施 じ

-7:加水分辞して ipp o61-arOnOに再生して研究試料とL

した｡p以下に粗 ipomoeamEIrOlleと栴するものは分封の

みによっ七梓刺したもの'紬 ipomoe爪nlarOnelt耶する

ものは 8･mica'rb.lqつne,から再生したものである｡

卵 ipdmt-inaroncu徽好色の流功し易い捌 叩 ,弘,:･

烈な苦味と,特有な香崩+J l'.し,hL･･130-1330/3･llnl･

8⊃mLi･･arbaioneの分析結果からLll;JI2乏0｡に一致する｡儲

ってその分子式及び沸点からBequitcrlmCに妊練の物子守

である串が想像されるoKM-101を脱色し,Ilr2を吸収

するQで不飽和鰭合を有する虚に恩はれる｡3個の酸素

原子の内1個は kc-tono基と考へられるが luethylketone

の反感は陰性であ る｡.他や.o個の酸素.I,武子に関してはI

acctyl化'benz〇yl化などの水酸基の反懸加水分解によ

る e8ter,1芯i'neの反敵 ･me'th･xyl遇の反感,が陰性で

も ｡, 従つ壱此撃 糊 反感性6,'o云de損を形成するも､･
のと考へられる｡ ＼

＼責 韻 之 gB

l.黒斑病甘藷の製造､ .

白矧 こ窯跡 弓の著生 して居畢 億 を鎮め,艶斑の部分＼
から無斑病菌の胞子を少最の水で充分洗ひ出して胞子の

懸濁液を作る｡次に健全な甘詔と水洗し,臼ツ切乃至八
ツ切とし,允の胞子の懸濁液にBELで汀詔の切Wr両に胸

l子を充分附荊せしめ･引上げて20つ前後の執 こtiZみ果ね-

ない矧 こ暮胤ヂて放陀ナる.此の切合.氾凪 こ注志して.

▲牝煉及び多瀬を艦けねばならない｡軌日枝から切断面に

次色に-t'tl'糸の矧h.を見るが約二0日技には｣南黒色を帯頭 '

に洋紙符を生ずるOかくして充分苦味質を生成した拝謁

は紬.WrL促-lI:わ糊缶は風花する,

I2..詫苅議溜Iこよる苫塊兜の分離

･欝 12∵酪

王ヒ胴苫7.rjOkgから製法した照斑好け藷を 1.F'OE容の拭製

茶靖蒸溜益に10回に分けて仕込み'蕃潤して'合計 ,1･1

2Olの冊油を得た, 水と兆 こ滞tlSする精油は比菜去;水○
のそれに妃い矧 こ一対持し濁して居るので,工業塩を)JTlへ

て馴斤しつつ Ctll'rで抽出する3-etllCri壷 は巴梢で脱

水即 川托 氾へば 980gの･;,rr7状物を珪すら＼赤褐色の液恥

で,::.-,'I火及びtr脚 専有の不束を和するb

tlt.'1.0011, lJ2,21.･1837,. 〔a〕壬f+1,1.09
比の油状物を3倍群の ethcりこ蜘 IIL,.少鼓宛飽和重

貯水で拭没する.､合計 ll/1,要する.試た10%-FT･性常連l

硬で抗投する｡ 1Eを嬰する｡飽和重曹水は淡褐色,苛

性常連.;tnよ赤褐色を墨して尽るや:,-し庇筆を硫酸 (1:3)i

で敵性にしてethcrで撮像し,ethel溶液をEit:硝脱水後溶媒

を回収すれば,矧生物符を攻す.･EE2和重曹水可溶物､(5.

0g)は}'濃褐色粘qfな液体で･あり'押婆性酸臭を有するo∫
野性普選可溶物 (Yj.6g)はlf二でも褐色脚 旨準65物質で,結

､蔚池 の同体を折出して来る〇初めのもtllCr溶液は脱水後

沿線を迫って中性物 (0511g)を得た｡巾性物は赤褐色で

∵あり'此れを Tdblc2､の如 く分河したO
′

･Tab一e2･ Fmctiotlflldi6tillilthnOr-tllCn申tr1-1-
suTt,stttncc-froム16tenm-distilhtcdcssiri.

titttOil.

Fmkti｡｡l- 示 -1T 匝 完可 示 -,irk

滞分1'･2､i与淡演色の terPene様物質で苦晦 ま有しない＼I
が,舌頭を刺す様な味がある013は弱い苦味があり'又

雷萌を刺す味も有し甚だ襲化し易 く,次第に赤褐色とな

る｡4,5は次窮iこ型凱革 味を有 し,首領を刺す味は無

くなって居る｡6は ip｡nlOei.tmarOneの苦味を有㌧･主 ′I

潤牙と考へられる｡ 7,8ii背味を有 して居るが,奨化

し易い毎潤分を多 く葦み,衰巌 赤舶 主なって一部緯 ▲

晶を滞出するO韓道は痕褐色樹脂状で,苦味を有 しない 0

6･･3･7･一Sの溜分掌合して･今一由 由すれば 恥 ue31

の如 くになる｡ 一

l -27
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-.～.･Tabli3･ I_-Repeatedrraetion=ll･distillation,ofI
ttllC'fractioIStr:,.8Table~2∴

tatlql 1 1 1CJ.Sl･5IIOO･0

-I/ 淘分1,9,ll,･1,1P,0･r,3-,･1-I,n7',6-,再 ■tD各1gをとって

一後述の方法で 紀miDarb20-1Cを作つそ見離 ,3,･1.1,.,

ヱ･?･l･･Iこ一郎紙晶を生じ,ll''かよく̀結晶を粥へ季節から

･岬 -l･1･10/omnでの滑分が阻,'pa･110eamarO:.:Cと考へら

∴ 才しろ｡此の潤分は次の様な物理厄数を有するJ .

･llI0110171･.uL21･轡P･〔鵡 十1･1･670

3･CtllCr抽出に亘る苦味質の分断 .一′
･岨吃L:た照雄即 儀を粉末とし,才の1kg(原料生け

儲 2.3kgI.こ川Ii旨)を大型Soxl､lct抽出静を用ひてetl声

'で地山するoCtl､Cr.溶液は沼過して溶媒をiB.ふき掠褐色

の榊 i状哩刑勿(79.5.0g)を得る言 此の抽出物を3倍.

､LipPtlLerに溶かし,飽和重曹水10000で2回,10,Oof

･.IJi性で光生け･,･約 00cc で.0回16:･削 完酸性物質を除くo-a
cthTr約7旭はr･%硫酸 100ccで1回,飽和食塩水100cl
.7:I1匝I郎出廷だ綿で配水し,'叫lerを過つ壱中性物質を一i:1

朝 るO淡丁地 のやや粘重な韓体で_･収量は4車･50gであ.

1/ るo飽和五野 水及び10,00,野性常連溶液は硫酸 性々にして

etlierニご挺･浸し,脱水乾燥後ctherを坦ふと飽和重-野水

可溶物3.17g,.10%lJ.'3.性封達可溶物10.93gである Dp此

､坤 性物質を淑歴で琴師 ると,I138-1抑 htn'mで苫

一･昧喝烈な淡IE色の液体29J'7gを柑るn文別に中性物質■_■′
7,8.･11~gを分瀞すれば.Table4の如くである｡

･/ .頻の食滞分を後述の方法で6'emicarb.IZOne-に導くと∴1

-に良質の結晶が得られ,又3,5にも油状物に混じ結晶 .

が生ずる.従つk bple5-1300/2mtp-の溜分か粗 iL.,O･

mde如1arOPeと考へられるD一･

二 4. 健全な甘藷の ethlir独仏

I-'- 健全鞍甘藷-1,/附 して夙由歳 末とtlて,卓の1-kgを

前現と同じ方法で ether抽出を年つ串肝,全抽出軌1:I.･

36g･-霞野水可溶物 0･左1セ簡性嘗達可溶物 ･1･琴 や 坤 .
28
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TzLblC4.Fraction:lldistilhtiQnOftllCneutri一l
substancefromether,extractedoil,

Frこ- I I t･ll T yt.Lt･日, Lp
Fr益tion bp

性物 3..71gを得た｡中性物は酬 旨状でL詰叫淡モく,允

'の.13わ 1500/岬 一郎陀 する溜分は至純 .6れなし..
ノ~

5.Iipomoean18rL7nCECmicnrbazつme

I.塩酸 S占nicnrb叫de,醐敵背達及び水の1;1･･l:3の静 ･

液の計算藍を粗 ipon-Oeamaroneに加へ,･水?そ - 2･6

把の曜鰐を加へて均一な溶液とする｡三三視た1i邸u故粧

して後,争藍ゎ.-,穴を加入れば,浴液は自濁し,f山肌 物IJi:

分準して来るO史に1猷 桝 田すれば油状物特攻.;1;に紙 J

l晶如 なる｡渡由してよ珊 瑚 と分った後,･r,0%瑚 畑

から繰返し再紙すると,鑑状結Frluを柑る｡I叩 1.ri1-20

である oJゆ 物j7を1'J･年放置するも'観点及び分析lIL'i

に壁化を生じない.TLt ..

subst.n.g. 002m-g.汀!0'Jg c,oo, -!% ･

3.182 T..?･li
..0.800 ∴6.･11(ち

(afterA-ye爪rb
3.978 9.088

.3.780 /8.GC.:1

.-a.r.TT2,-,0:iNi,･nt卵7

Sub,qt.plg.
_0.伯0~･
9.38ll
Clr.TI..150JN3(307)

_0..788 Gll.fJl 8.lュo

2.088 .63.･!9 8･311

3.888 62.4:! 8.1･1

..0.813.I62JJ0 8.33

ー }2･_5･1･､8･i･l
N2CO ､IN%

-0･297(270･75･lmn､,)13.68
0.288(町Q,7.ET,1mm)1:7.01

1.1.tTJ8

ipomoeamat'oue讐mi9Llr如 つneに平良の OIalioz旭iJ

-を混じ･蒸完蒸潔を行ふと,直ちにーSCnIicarb五つllCは加

水分解されて,鞘生した ;lmInOCaJmLlrOl-Cは水と-jE･に刑

出寸も3潜液を盆塩地和し士 clhc:i:･拭超し,ctl､cr沿

温 ま飽租衣野水で一回据糠後,配水してCthcrを氾へば

ir;omoel,n･rOneを竣+-O此れを淑墜3':潤す緑ごbr'130

-1310/3mm璃屯梓な.in'.pocaniarもne.を紺るムLFlill:し･i:I
た･il氾mO CaZ)taro.leは同じ鮒乍で同じBemi占ilrblZOnOに

導き轡る 0 --

d EI

＼
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▲ 1‡t.qum～
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M･JIillm h朋 i3'1…血Itl.cbittc- 1仙hnceIrorthり nrLiT- OnqitituentolwlliehhellaSSuggeStC-d ′

lllernPleipomocanurone,fromblaOk'rottelswcctI,Ohto･Il,OmOe仙18rOne,ClS‡f220J',hasbeenlSuPp･,,S,a
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